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について。 意思の伝達手段としてのコミ ュニケーシ ョン
について再考を促す試みをした。 間口7m奥行き 19m天
井高4.5mの空間に、 会場のドアから、縦横2m長さ 12in

















いのだから、なおさら戸惑うことだろ う 。 作家は、音を
頼りに観容を察し挨拶の言葉をかける 。 つまり、会場の
中では板壁によって視覚が遮られているため、作家との




































こ のようなコンセプ ト の下で成り立つ試みであるか
ら、作家としての私は、会期中常に会場にいなくてはな
らない。 そして、 会場に訪れた観客とコミュニケーシ ョ







解いて く れるからであろう 。 会期中2週間、様々な人と
コミュニケーションを図ってきて、様々な反応があり 、





て、どうしても 中で話してしまう人がいる 。 いずれにし
ても、このような体験を通して、意思を伝えることにつ
いて考えるきっかけになったであろう 。 さらに、 私を含
めた健常者が、視覚障害者や聴覚障害者とのコ ミュニケー
ションの在り方についても、気付いてもらえたと願って
いる。
